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　　　その後の師弟







　たまに。

　本当に、たまーに。

　師匠マスターが『竈火かまどの館』に宿泊することがあった。




「師匠マスター、失礼します……」

「来るなと言った筈だぞ、愚兎ぐさぎ」

　静まり返った夜の廊下を進み、ちょっと緊張しながら扉を開けると、僕のもとに投げかけられるのは淡々とした声だった。

　寝台ベッドと机くらいしか調度品がない部屋の奥で、師匠マスター……ヘディンさんは本を読まれていた。

　魔石灯もつけず、窓辺を照らす月の光だけを頼りに、長い足を組みながら。

　その姿と、ぱらりと本の頁ページをめくる所作に、同じ男なのに思わず見とれてしまう。本当に、妖精の貴族みたいで。

　呆けながら突っ立っていると、「用がないならすぐに立ち去れ。貴様の品のない顔は私の機嫌を酷く削ぐ」と師匠マスターはこちらを見向きもせずおっしゃった。零ゼロ秒雷弾折檻カウルス・ヒルドの気配を感じ取った僕は音速で顔面を青色に変え、零ゼロ秒で入室して扉を閉めた。勿論音おと一つ立てず。

　両手が盆トレーで塞がっている僕は少々悩んだ後、おずおずと師匠マスターのもとに近付いた。

「えっと……今日は、どれくらいの人が来たんですか……？」

「十二の誘拐犯と四の集団だ。今日は少ない方だな」

　やべえ。春姫ハルヒメさんやべえ。階位昇華レベル・ブーストぱない。

　次元が異なる連日襲撃率に口調が安定しなくなる僕は、遠い目をしてしまった。

　それと同時に師匠マスター達が春姫ハルヒメさんや本拠ホームを護衛してくれるようになって、本当によかった、と心から思った。もしかしたら第一級冒険者ぼくや忍者ミコトさん、戦闘娼婦アイシャさん達だけでも凌しのげたかもしれないけど、ダンジョン探索や別の活動に集中することは絶対にできなかっただろう。師匠マスター達のおかげで、僕達は以前と変わらない生活を過ごせているのは疑いようがない。




　今日みたいに師匠マスター（たまにヘグニさんやヴァンさん達）が『竈火かまどの館』に泊まり込むのは、春姫ハルヒメさん──正確には元賞金首リューさんを含めた【ヘスティア・ファミリア】全体──を護るため。日中は勿論、夜通しで館やその付近を警戒してくれているのだ。

　幸い、この館の本来の持ち主だった【アポロン・ファミリア】が大所帯だったおかげで、『竈火かまどの館』には空き部屋が余るほどある。戦いの野フォールクヴァングとは流石に比べるべくもないけれど、とにかく師匠マスター達が泊まるには何の不自由もない。

　師匠マスターは神様にきちんと断りを入れ、こうして空き部屋を借りて気配を殺しているんだけど、ヴェルフ達が「本当にいるのか？」って首を傾げるくらい存在感が感じられない。僕達が日常生活を送る上で気にもならない、いや気にもさせてくれないレベルだった。

「「「「この警備状況はしばらく維持だ」」」」

　師匠マスター達と同じく館を護衛してくれているアルフリッグさん達は、そう言っていた。

　階位昇華レベル・ブーストが公おおやけになった反響──というより反動はもうしばらく続くと考えているらしくて、その間はこの体制を敷くのだそうだ。ただ、最近シルさんも隙を見つけては本拠ホ ームに遊びに来るようになったから、強靭な勇士エインヘリヤル達の超鉄壁護衛はこのまま変わらないような気もしているんだけど……。

　だから、まぁ、そういうこともあって。

　師匠マスター達が館に泊まる時、僕は夜な夜な一人調理場に寄って、夜食を持って訪れることが日課になっていた。




「貴様も懲りないな」

　読書の邪魔にならないようにそろそろと机の上に盆トレー──今夜の料理当番だった命ミコトさんが作った料理を温め直したもの──を置くと、師匠マスターは初めて本から顔を上げて、目を向けてきた。

　その珊瑚朱さんごしゅ色の瞳を見返しながら、僕は頭の後ろに片手を回しながら、正直な思いを口にする。

「散々、お世話になりましたし……」

「それ以上の加虐かぎゃくと理不尽を与えてやったつもりだが？」

「うっ……」

　ぐうの音も出ない。

　確かにされてきたことは酷烈で苛烈で過酷だった。もう一度やれと言われたら体裁なんて放り投げて「許してください」と土下座だってするだろう。

　ただ……全部シルさんのためだったってわかった今、どうしても恨むとか嫌うとかは、できなかった。

　師匠マスターは厳しさの中に優しさなんてあるわけもなくて厳しくて厳しくて厳し過ぎて恐ろしかったけど、不思議と『残酷だ』とは思えなかった。

　僕は多分、厳しさ以外のものを排除しながら『ベル・クラネル』を誰よりも成長させようとしていたこの人に、認められたかったんだと思う。

　もしかしたら……『この愚か者は私の弟子だ』と言ってもらいたかったのかも？

『馬鹿弟子』と言われたあの時、迸ほとばしる雷いかずちと一緒に、あんなにも心が震えたのだから。

（だけど、僕がそう思ってるだけで、師匠マスターは違うわけで……）

　今も冷たい眼差しを向ける師匠マスターは罪悪感こそ抱いてはいないものの、僕の奉仕は自分が犯してきた言動と『見合っていない』、『公平フェアではない』と見なしているようだった。

　だから僕の気遣いを酷く嫌う。

　僕を受け入れてくれないんじゃなくて、自分自身を許さないのだ。

　シルさんから聞かせてもらった遠い話。確かに、この人は『王』だった。

　とても恐ろしくて、とても頭が良くて、とても誇り高くて、そして『王』らしからぬ面倒見の良さを持った、エルフの騎士だ。

　多分、きっと、神様達が言う『ツンドラ先輩or上司属性』とかいうやつなんだろうなぁー、なんて思って見つめていたら、「何だその目は不愉快だぞ貴様」と言われて蹴りを頂戴した。僕が吐けたのは「ふべしっ!?」という不細工な悲鳴だけだった。

　膝から崩れ落ちて悶絶することしばらく。

　師匠マスターは一向に夜食に手をつけようとしない。

　これもいつも通り。

　だから僕は、用意してきた『折衷案』を差し出すため、立ち上がった。

「じゃあ、『等価交換』で……たまに、稽古をつけてくれませんか？」

「なに？」

　師匠マスターの眉が、初めて怪訝の形に曲がる。

「時間がある時でいいので、朝、鍛えてほしいです」

　デートの改造レッスンや、戦いの野フォールクヴァングの時のように。

　僕は笑みと一緒に、そう言った。

　師匠マスターはそんな僕を、じっと見つめた。

「あ、館ココで『魔法』を使うのだけはダメですけど……！　だ、駄目ですか？」

　そんな風に僕が慌てて付け足すと、

「……この欲深め」

　動きを止めていた師匠マスターはようやく、唇を浅く曲げた。

「いいだろう。その程度の対価を要求するというのなら、受け入れてやる」

「ほ、本当ですか!?　ありがとうございます！」

「加減はしない。覚悟しておけ」

「はいっ！」

　僕はお礼を言って、嬉しさのあまり何度も頷いた。

　すぐにヴェルフ達を起こしてしまうとはっとなって、口を慌てて両手で塞いだけれど、師匠マスターは目を瞑って唇を曲げたまま、盆トレーに手を伸ばした。

　目の前で静かに、そして上品に、スープを口にしてくれる。

　僕はやっぱり嬉しくなって、破顔してしまうのだった。




　よぉし、師匠マスターとの朝特訓、頑張ろう！




　　　　　　　　　　　　　　◇




「ベル……？　なぜ……【白妖の魔杖ヒルドスレイヴ】とともに中庭に……？」

　──頑張ろう、とそう思ったのだけど……。

　早朝の中庭で木刀を持った妖精さんと出くわした瞬間、昨日抱いていた嬉しさとか温もりとかが全て消えて、全身が極限まで寒くなった。

　具体的には光も温度も失った空色の瞳を向けてくるリューさんと対峙したせいで。

「今からこの 愚兎ぐさぎは私が調教する。貴様は用済みだ【疾風】、失せろ」

「ば……馬鹿なっ！　ベルが私を捨てて貴方を選ぶ筈がない！　貴方のやること為すことはただただ過酷だ！　ベ、ベルの朝稽古の相手は私がする！」

「生温い手法のせいで見限られたと何故気付かない、小娘が」

「リュ、リューさんっ!? 師匠マスター!?　何でそんな喧嘩腰なんですか!?　三人で一緒にやればよくないですかぁ!?」

　直ちに木刀を構えるリューさんに対して、師匠マスターがその細い顎を空に向ける勢いでくだらなそうに見下ろす。

　氷点下を通り過ぎた二人の空気に、僕は慌てて仲裁しようとするも、凍えるような冷気は消えることなく。

　それから間もなく、対立するように容赦も情けも消えたダブルエルフの稽古が始まり、僕は絶叫を引きずり出され、絶賛死にかけた。

「ベル君が悪い」

「ベル様が悪い」

「ベルが悪いな」

「わ、私わたくしは師弟の絆というものに、いまいち疎いのですが……」

「師の愛とは時に恋人や伴侶のそれを上回るほどに熱く、厳しく、融通が利かないものなのです、春姫ハルヒメ殿……」

「「「「ベルざまぁ」」」」

　中庭から見学するヘスティア様とリリとヴェルフには溜息をつかれ、春姫ハルヒメさんはおろおろし、命ミコトさんは達観した眼差しを向け、ついでに館を警備していたアルフリッグさん達がメタボコにされる僕を見て笑っていた。

　師匠マスターにご飯を食べてほしかっただけなんだけど、そんなにダメだった!?

　同じエルフの第一級冒険者が加わればリューさんにも実りがあると思ってたのに、そんなに見当違いでした!?

　心の中で悲鳴を上げながら、僕は意識が断ち切れる直前、懐かしいお祖父ちゃんの格言こえを聞いた。

『アイツは儂わしが育てた……。みんなそう言いたいに決まっとるじゃん』

師匠ししょーの愛って熱くて、厳しくて……重いんだね、お祖父ちゃん……。




　　　　　　　　　　　　　◇




「ベル……二股？　三股？　浮気、したの……？」

「違うんですぅぅぅ、アイズさぁぁぁぁぁぁぁんっっ……!!」

　その更に後日。

　師匠マスターとリューさんとの朝稽古を知ってしまい、絶望を超えて青ざめるアイズさんに、僕は情けない弁明を叫び続けることしかできなかった。
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